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　「kawaii」は，21世紀に入って世界に最も広まっ

た日本語と言われている。経済産業省が推進する

「クールジャパン政策」の一つとされている日本

発の「kawaii」文化は，世界でも注目を集め，ニュー

ズウィーク（2016年８月２日号）では，“かわい

いものに夢中になるのは人類共通の本能だとして

も，それを文化にしたのは日本だけ”と述べられ

ている。そのような世界共通の言葉になりつつあ

る「kawaii」であるが，そもそも「かわいい」と

は何なのか。本書は，工学分野の研究者である著

者が，約10年にわたって研究している「かわいい

工学」について，その成果をまとめたものである。

　本書での「かわいい工学」は，人工物自体の「か

わいさ」を対象としており，人工物の形状や色・

テクスチャや素材などの諸属性に起因する「かわ

いさ」を系統的に解析し，その結果から「かわい

い」人工物を構成する手法を明確化することを目

的としている。従来の「かわいい」事物に関する

研究では，子供や動物のしぐさ，あるいは動物を

模した人工物のしぐさを対象としていたのに対

し，著者らの研究は，「かわいい」人工物を構成

する要素に着目し，それら一つ一つの要素に対し

て独自の実験を行うことで，「かわいい」要素を

明らかにしている。本書では，具体的に「かわい

い」を解析するための実験において，どのような

方法で何を計測し，評価したのかがまとめられて

おり，実験結果だけでなくその分析手法が参考と

なる。

　また，著者は，博士課程の頃から，VR（バーチャ

ルリアリティ）を人間の知覚特性の解明ツールと

して活用する研究を行っていたため，本書での「か

わいい工学」の研究の多くで，VRやAR（拡張現実）

が活用されている点が特徴となっている。近年，

様々な産業分野での注目を集めるVRやARである

が，「かわいい」という感性価値の系統的な解析

で用いられたVRやARの活用方法は，曖昧さのあ

る人間の感覚を分析するのに役立っており，「感

性工学」という研究分野に限らず，社会情報学の

研究者にとっても新たな着想を得ることができる

のではないかと感じた。

　第３章「かわいい人工物の系統的測定・評価方

法」では，「かわいい」人工物の色，形，大きさ，

テクスチャ，触感，音という物理属性について，

その系統的計測・評価方法を紹介している。視覚

的物理属性については，バーチャル環境を活用し，

触覚については実物を利用した実験によって，ア
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ンケート評価を行っている。これに対して，第４

章「かわいい感の生体信号による計測と分類」で

は，主観的なアンケートではなく心拍や脳波など

の生体信号を用いた「かわいい感」の計測・評価

手法について解説し，「わくわく系かわいい」と「癒

し系かわいい」という「かわいい感」の分類と心

拍との関係を明らかにしている。これらの結果を

ふまえ，第５章「かわいい工学研究の応用」では，

「かわいいスプーン」と「かわいいで駆動するカ

メラ」の例や，「かわいいと感じる色」を切り口

とした女性のクラスタ分類についても紹介されて

いる。第６章では，日本感性工学会「かわいい感

性デザイン賞」の創設の経緯や趣旨，および第１

回から第４回の受賞製品・作品について概説され

ている。「かわいい」という感性価値は多様性が

あるが，どの受賞製品・作品も「かわいい」とい

う感性価値に真正面から取り組むことで，共感が

得られていると概評している。第７章では，「か

わいい工学」研究のこれからについて展望が述べ

られており，研究分野としての順調な広がりが示

されている。

　また，各章の最後には，著者が10年間「かわ

いい工学」の研究に取り組む中で知り合った他分

野の研究者によるコラムが掲載されており，社会

科学や心理学，建築学などの他分野から見た「か

わいい」という感性価値について，より見識を深

めることができる。第２章には，本学会に所属す

る遠藤薫氏による「「カワイイ」美学の歴史的系譜」

というコラムが掲載されている。著者による研究

と遠藤氏による研究は，工学，社会科学といった

それぞれ別の立場で調査・研究を進めてきたにも

関わらず，同じ結論に至ったことが示されており，

大変興味深い内容となっている。

　以上のように，本書では，工学的な観点で「か

わいい」という感性価値の解析を行っているが，

評者が研究テーマとしている情報学分野において

も「かわいい」などの感性価値が重要になってき

ていると感じる。例えば，Webデザインの設計

において，「サービスなどによって得られるユー

ザ体験」としてUX（User Experience）という

言葉が注目されている。これまで，製品やサービ

スの使いやすさとして「ユーザビリティ」が考え

られてきたが，実用的品質だけでなく，感性的品

質についても考慮することが重要視されるように

なり，UXの概念が広まってきている。ユーザが

Webサービスを使うことで感じる満足度や経験

をどう作るのか。本書で明らかになった“「かわ

いい」と感じる特性”を取り入れることで，「か

わいい」WebデザインにおけるUXの満足度を高

めることができるだろう。

　最後に，10年にわたり「かわいい」を研究テー

マとしている筆者が，なぜこの研究に関わること

になったかの出来事について，「あとがき」に記

されていたので紹介したい。元々，人工物のイン

タフェースの研究者として，人工物の見やすさや

操作性や安心・快適・わくわく感の研究をしてい

たという著者であるが，“朝寝坊の長男のために

買った大音量目覚まし時計が「かわいくない」と

いう理由で使用を拒否された時に，「機能よりか

わいいの方が重要」という価値のパラダイムシフ

トに目が覚めました”と述べられている。この目

覚まし時計がきっかけとなって，「かわいい」と

いう曖昧な感性価値を工学的に明らかにしたいと

いう目標が生まれたことは，単なるきっかけでは

なく，10年間，そして，現在もまだ継続して「か

わいい感」のモデル化に取り組んでいるという高

いモチベーションの維持に繋がっていると感じ

た。著者自身も“「かわいい工学」研究は，「現在

まだ継続中」というより，まだ残された課題が山

積みになっている状況”と述べているが，本書の

成果からも分かるように「かわいい工学」の研究

は，研究分野として順調に広がってきている。こ

れらの研究が他の分野による成果と共に更に発展

し，著者が目指している“「かわいい感」をモデ

ル化することで，工学研究としてのひとつの到達

点に立つ”という日が来ることを願っている。
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